
あ
な
た
の
大
切
な
人
が
目
の
前
で
倒
れ
た
と
き
、
あ

な
た
は
何
が
で
き
ま
す
か
？
救
急
隊
が
到
着
す
る
の
を

た
だ
待
つ
だ
け
で
す
か
？

平
成
18
年
の
上
島
町
消
防
署
の
平
均
現
場
到
着
時

間
（
救
急
要
請
の
電
話
が
あ
っ
て
か
ら
、
救
急
隊
が
傷

病
者
の
家
に
着
く
ま
で
の
時
間
）
は
、
平
均
で
16
分

か
か
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
間
に
何
も
し
な
い
で
た
だ

見
て
い
る
だ
け
と
、
心
肺
蘇
生
法
（
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ

と
人
工
呼
吸
）
を
行
っ
て
い
る
と
で
は
、
命
を
救
う
こ

と
の
出
来
る
確
率
が

全
く
違
っ
て
き
ま

す
。残

念
な
こ
と
に
、

実
際
の
救
急
出
動
時

に
お
い
て
、
既
に
心

肺
停
止
（
呼
吸
と

心
臓
の
動
き
の
止
ま

っ
て
い
る
）
し
て
い

る
家
族
の
方
に
対
し

て
も
、
心
肺
蘇
生
法
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で

す
。最

近
で
は
心
臓
震
盪

し
ん
ぞ
う
し
ん
と
う

（
ボ
ー
ル
が
胸
に
当
た
る
な

ど
、
胸
に
強
い
衝
撃
を
受
け
て
起
こ
る
）
に
よ
る
心
肺

停
止
な
ど
が
新
聞
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
普
段

健
康
な
人
が
突
然
心
肺
停
止
に
な
る
と
い
っ
た
例
も
あ

り
ま
す
。

普
通
救
命
講
習
は
、
突
然
心
肺
停
止
に
な
っ
た
人

に
対
し
て
、
最
も
効
果
の
あ
る
心
肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
操
作
方
法
な
ど
、
３
時
間
の
講
習
に
な
っ
て
い
ま

す
。『

そ
の
時
』
は
突
然
前
触
れ
も
な
く
や
っ
て
き
ま
す
。

救
命
を
左
右
す
る
の
は
倒
れ
て
か
ら
の
数
分
間
で
す
！

一
度
普
通
救
命
講
習
を
受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
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上

島

町

消

防

だ

よ

り

今年（11月）
昨年（11月）
昨 年 比
19 年 累 計

火災
0
2

－2
3

救急
31
39
－8
413

平成19年出動件数

平成19年11月30日現在

火災と救急は119番
※携帯電話からでもつながります

消防本部 77―4118㈹

毎
年
１
月
26
日
は
、「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
で
す
。

文
化
財
防
火
デ
ー
の
制
定
は
、
昭
和
24
年
１
月
26
日
に
、
現

存
す
る
世
界
最
古
の
木
造
建
造
物
で
あ
る
法
隆
寺
の
金
堂
が
炎
上

し
、
壁
画
が
焼
損
し
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
住
む
上
島
町
に
も
、
弓
削
地
区
の
定
光
寺
の
観
音
堂
、

岩
城
地
区
の
祥
雲
寺
の
観
音
堂
が
『
国
指
定
重
要
文
化
財
』
と
し

て
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
貴
重
な
文
化
財
は
消
防
関
係
者
・
地
域
住
民
の
皆
さ

ん
の
協
力
に
よ
り
、
守
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
に
と
っ
て
大
切

な
文
化
財
を
後
世
に
伝
え
る
こ
と
は
、
私
た
ち
の
責
務
で
す
。
こ

の
機
会
に
文
化
財
の
防
火
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

岩城地区：祥雲寺観音堂

弓削地区：定光寺観音堂

上島町の主な文化財

国
指
定
重
要
文
化
財

県
指
定
天
然
記
念
物

町
指
定
有
形
文
化
財

〃
　
史
跡

定
光
寺
　
観
音
堂

祥
雲
寺
　
観
音
堂

宝
篋
印
塔

エ
ジ
ル
石
閃
長
岩

舟
形
ウ
バ
メ
ガ
シ

三
秀
園
　
メ
ン
ヒ
ル

東
泉
寺
　
薬
師
如
来
像

久
司
山
古
墳

弓
削

岩
城

魚
島

岩
城

岩
城

生
名

弓
削

弓
削
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野菜や果樹を大きく丈夫に育てるための条件として、土地に根を張り水分や養分を吸収する根の働
きが重要です。根は植物を支え、育つための養分・水分の吸収や体内でできた養分を貯える役目を果
たしています。しかし、土が根の生育に適さないと植物は正常に大きく生育しません。永年性作物の
果樹類では根の生育が停止する冬期、野菜畑では作物がない時期に土作りを行うとよいでしょう。今
回は上手に野菜や果樹を育てるための土作りについて解説します。
（１）よい土とは　

土の中に空気をたくさん含み、排水が良く根が伸びやすい軟らかいことが良い土の条件です。雨が
降った後もいつまでもジメジメしたり、硬く締まってしまう土は植物の根も伸びることができません。
一方で土に水分や肥料成分を貯える働きも重要で、一般的に保

ほ

水
すい

力
りょく

や保肥
ほ ひ

力
りょく

（肥料や水を貯える力）
の高い土は粘土や有機物の多い土です。良い土とは固

こ

相
そう

（土）と気
き

相
そう

（空気）液相
えきそう

（水）がバランス
よくあることになります（第１図参照）。
（２）具体的な土作りの方法
①土の状態をよく見よう

化学的に分析をすれば土の状態はわかりますが、誰でも出来る
判断の目安としては次のとおりです。
【土の色】黒っぽいほど有機物が多く、灰白色や黄色～赤褐色

の土はやせた砂や粘土が多いものです。
島しょ部の多くは花

か

崗岩
こうがん

のやせた真砂
ま さ

土
つち

が多く、粘土を
含み硬く固まる土がよく見られます。

【生える雑草の種類】

ハコベやナズナが生える土は良い土です。スギナやオオバ
コ、カヤツリグサが生える土地は酸性で土がやせています。

②有機物の施用

③深く耕す

土作りでは、冬の深耕は表層と下層の土を入れ替えることで、越冬している害虫を寒にさらしたり
草の種を生やしにくくするなどの副次的効果があります。また、果樹では根が深く入るので、堆肥を
表面に施用するよりも枝の外側の地面２～４ヶ所に深さ30cmほどの穴を掘り、その中に堆肥や落ち
葉、剪定枝などを入れて埋め戻す方法が良いでしょう。苗木での施用で効果がより現れます。
堆肥や有機物の施用はすぐに効果が現れにくく、連年施用することが重要です。土が固い、粘土質

など物理性の改良には植物性堆肥のピートモスやヤシ殻堆肥（やや高価）の効果が高いでしょう。

固くしまりやすい土を軟らかく改良するには、
植物繊維を多く含んだ植物性堆肥（腐葉土、バ
ーク堆肥、ピートモスなど）や植物性堆肥と家
畜ふんを発酵させた家畜ふん堆肥（牛フンバー
ク堆肥、鶏糞おがくず堆肥など）を施用します。
施用量は植物性堆肥で10裃当たり30kg、家畜堆
肥は20kg～10kgとします。施用後は土を深く耕
して堆肥を下層まで行きわたらせることが重要
です。よく腐熟した堆肥を使用し、家畜堆肥を
使用する時は化学肥料の使用を控えます。

果樹園や野菜畑の土作りについて



平
成
19
年
11
月
２
日
、
選
挙

後
、
初
め
て
の
上
島
町
農
業
委
員

会
が
上
島
町
消
防
庁
舎
第
一
会
議

室
で
開
催
さ
れ
、
会
長
の
互
選
等

の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

主
な
決
定
事
項
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
任
期
）
平
成
21
年
10
月
30
日

■
会
長
等
の
互
選

【
会
長
】

原
　
博
彦
（
岩
城
64歳

）

【
会
長
職
務
代
理
者
】

村
上
　
要
（
弓
削
59
歳
）

■
今
後
の
委
員
会
開
催
要
領

○
開
催
日

毎
月
、
月
初
め
の
月
曜
日

※
案
件
の
締
切
り
は
開
催
前
月
の

10
日
ま
で
に
提
出
く
だ
さ
い
。

上
島
町
農
業
委
員
会
選
挙
人
名
簿

登
載
申
請
書
提
出
に
つ
い
て

農
業
委
員
会
で
は
、
毎
年
１
月

１
日
の
状
況
で
選
挙
人
名
簿
を
整

備
し
て
い
ま
す
。

資
格
の
あ
る
方
は
１
月
10
日
ま

で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
名
簿
に
登
載
で
き
る
人

・
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方

・
10
ａ
以
上
の
農
地
耕
作
者
及
び

同
居
親
族
、
又
は
配
偶
者

・
耕
作
従
事
日
数
が
年
間
60
日
以

上
の
方

○
提
出
期
限

平
成
20
年
１
月
10
日（
木
）

昨
年
度
、
選
挙
権
、
被
選
挙
権

を
有
し
て
い
る
と
申
請
が
あ
っ
た

方
に
は
選
挙
人
名
簿
登
載
申
請
書

を
郵
送
し
て
い
ま
す
。
条
件
を
有

す
る
方
で
申
請
書
が
郵
送
さ
れ
て

い
な
い
方
は
次
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

ま
た
、
そ
の
他
農
業
委
員
会
に

関
す
る
事
項
に
つ
い
て
も
同
様
に

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

○
上
島
町
各
総
合
支
所

農
業
委
員
会
事
務
局

（
岩
城
地
区
…
産
業
振
興
課
、
弓

削
・
生
名
・
魚
島
地
区
…
産
業
建

設
課
内
）
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上
島
町
農
業
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

上
島
町
学
校
給
食
運
営
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

役職 氏　名 年齢 種別 担当地区

会長

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

職務
代理

原　　博彦

村上　　要

松村　由継

濱浪　利民

山本　兼信

浦中　孝義

池本　雅彦

濱田　和保

原山　公男

寺下　満憲

林　　眞一

古川　泰弘

森本　裕人

脇　　義富

半田　杉夫

浪本三千彦

村上　良一

松原　彌一

64

59

72

74

64

74

69

51

58

57

77

39

65

60

64

64

58

69

農協

議会

選挙

選挙

選挙

選挙

選挙

選挙

議会

選挙

共済

選挙

議会

選挙

選挙

選挙

選挙

議会

岩城（海原）

弓削上弓削・引野

弓削下弓削

弓削佐島１・３・
４・５・６組
弓削佐島２・７・
８・９組
生名（稲浦、奥里、脇、前
新開、久保の谷、中の谷）

弓削久司浦・沢津・
大谷

生名（厳島、浦の浜、中
側、岡庄、中後、尾又）
生名（深浦、丸山、
南立石、北立石）
生名（恵生、公営
住宅、西浦）

岩城（東１、２区）

岩城（西、高原、
大谷）
岩城（新地、谷、
浜、浜２区）

岩城（西部）

岩城（赤石、船越）

岩城（小漕）

岩城（長江）

魚島、高井神

平
成
19
年
11
月
29
日
、
せ
と

う
ち
交
流
館
に
お
い
て
、
上
島
町

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

上
島
町
で
は
、
給
食
セ
ン
タ
ー

を
よ
り
よ
く
運
営
す
る
た
め
の
、

運
営
委
員
会
を
毎
年
開
催
し
て
い

ま
す
。

当
日
は
、
小
中
学
校
の
校
長
先

生
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
学
校
の
栄
養

教
諭
等
を
中
心
と
し
た
委
員
の
み

な
さ
ん
が
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
決

算
状
況
や
、
来
年
の
給
食
費
の
方

針
、
食
育
へ
の
取
り
組
み
、
食
物

ア
レ
ル
ギ
ー
へ
の
対
策
等
に
つ
い

て
話
し
合
い
ま
し
た
。

上
島
町
の
学
校
給
食
費
は
、
材

料
費
を
保
護
者
が
、
そ
の
他
の
費

用
を
上
島
町
が
負
担
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
給
食
の
食
材
に
は
地
域
の

皆
さ
ん
か
ら
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
地
元
の
野
菜
や
海
産
物
を
活

用
し
て
い
ま
す
。

３
学
期
か
ら
は
、
新
た
に
魚
島

地
区
で
学
校
給
食
が
始
ま
り
、
町

内
の
小
中
学
校
全
て
の
児
童
生
徒

が
、
安
全
で
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

給
食
を
摂
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
上
島
町
の
学
校
給

食
に
つ
い
て
、
住
民
の
み
な
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

な
お
、
18
年
度
の
決
算
状
況
は

次
の
通
り
で
す
。

【平成18年度の決算】

経費の全体額
（Ａ）

弓削学校給食センター

29,249,463円

岩城学校給食センター

16,692,192円

保護者から徴収し
た給食費（Ｂ）

13,869,260円
※1食あたり･･･小学校220円　中学校260円

6,857,220円

上島町の負担額
（Ａ）－（Ｂ） 15,380,203円 9,834,972円




